
 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い公民館の各活動の中止が相次いでいましたが、

いよいよ前期陶芸講座を皮切りに活動が再開しました。室内の換気や用具・手指の消毒、

マスクの着用など予防策を講じてのスタートでした。  

６月９日（火）１０日（水）が作陶、２９日（月）が素焼き、７月３日（金）が本焼き

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箕輪町 公民館だより 

発行：箕輪町公民館 ☎７９－２１７８ 

令和２年７月発行 

 

 
 

箕輪町陶芸研究会会長 向山智充先生に教

わりながら熱心に「私の作品」作りに取り組

みました。ベテランも初心者も、土に語りか

け土の声に耳を澄ませます。 

 

 



 

 

   

 

 

 

 

 「今まで積み上げてきた人とのつながり、地域とのつながりを大事に引き継ぎながら、町

の皆さんが気軽に集い、学び、楽しむ生涯学習の場となるよう職員一同努めてまいります。

また、新型コロナウイルス感染症予防のために、例年より活動時間が制約を受けますが、

健康・安全のために感染症予防に配慮しつつも内容がより充実した事業や講座、研修を工

夫してまいりたいと思います。」（唐澤久樹公民館長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜運営審議会会長 漆戸 正さん＞             ＜運営審議会会長と公民館長＞ 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜運営審議会委員のみなさん＞                ＜運営審議会委員のみなさん＞ 

 

第１回 箕輪町公民館運営審議会 

 ６月１７日 



 

                 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

＜唐澤公民館長の挨拶＞         ＜学級長さんと公民館の担当職員＞                     

 

箕輪町公民館は２４日（水）、２５日（木）の両日、午前・午後・夜にわかれて本年度の

大学・学級の開講式、第１回学級会を行いました。ふきはら大学（１９名）ふきはら大学

院（２７名）けやき学級（２６名）おやじ学級（２５名）なでしこ学級（２２名）の受講

生の皆さんが、アンケートをもとに講座内容などについて話し合いました。 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜けやき学級受講生のみなさん＞            ＜なでしこ学級受講生のみなさん＞ 

 

 

 

受講生の皆さんの自主的な計画をもとに進められる大学・学級です。来年

の２月まで、それぞれ特色ある活動を月１回のペースで進めます。研鑽を深

め受講生同士の交流を深める機会になればと願っています。 


